
令和 5年度政策提言事項 

高速バス利用者のための駐車場の整備並びに 

バスターミナルの建設について（継続） 

現在、ＪＲ桐生駅南口からは、１日につき名古屋・奈良・京都・大阪行き２往復、成田空

港行き５往復、羽田空港行き４往復、仙台行き１往復の合計１２往復の高速バスが運行され

ており、桐生市民の貴重な足となっておりますが、駐車スペースに限りがあることにより、

利用客が他市のターミナルから乗車しているのが実状であります。 

利用客の利便性を図ると同時に利用者の増加にもつながることから次の通り要望いたし

ます。 

①ＪＲ桐生駅付近に高速バス利用者のための駐車場を早急に整備。 

②市内のバス運行ルート上にバスターミナルの建設を検討。 

③ＪＲ桐生駅南口からの乗車者に対する駐車料金の助成。 

 

 

 

 

 高速バスの停留所があるＪＲ桐生駅周辺の駐車場は、北口に 42台、南口に  39台駐車

が可能な民間のコインパーキング（1,000円／日）の他、民間が設置している駐車場が複数

あり、通常満車状態はなく常時利用できる状況にあります。したがって現在のところ、駅付

近に高速バス利用者のための駐車場を整備する必要性は低いものと考えております。 

次に、バスターミナルの建設につきましては、既存のＪＲ桐生駅南口停留所は鉄道とおり

ひめバスの結節点であり、タクシーの待機所も整備されていることや、観光案内所、トイレ、

アーケードなど周辺施設の環境と人の流れの面からも高速バスの拠点として定着しており

ますが、市内の他の運行ルート上への建設は、交通拠点となる場所の見極めや、駐車場用途

となる広大な用地の確保と建設整備費などに大きな課題があり、難しいものがあると考えて

おります。 

また、ＪＲ桐生駅南口からの高速バス乗車者に対する駐車料金の助成については、他の目

的による駅付近の駐車場利用者との公平性の観点から難しいものと考えます。 

いずれにいたしましても、本市の広域幹線交通として大変重要な役割を担っている鉄道の利

用促進も考慮した総合的な視点から考える必要がありますので、ご理解いただきますようお

願いします。 

［回答担当］共創企画部交通ビジョン推進室交通ビジョン推進担当 

 

桐生市からの回答 


